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1. はじめに 

 一般に，既設の送電鉄塔の周辺で，宅地造成などに伴う切土などの地形改変が発生した場合，設計時に期待

していた基礎の圧縮の支持力が確保できなくなるおそれがある．図-1 に示すとおり，切土による地形改変に

は，地盤の 1 面のみが切土された「1 面切土場」と，複数の面が切土された「多面切土場」がある．このうち，

1 面切土場に建設された逆 T 字基礎の支持力については，すでに多くの知見があるたとえば 1)．一方，多面切土場

については，最も単純な状況である「2 面切土場」でも既往の知見は少ない． 

 しかし，写真-1 に示すように，実際の送電鉄塔の周辺では地形改変され 2 面切土となった場所が散見され

る．したがって，このような 2 面切土場で支持力がどれほど低減されているか，確認する必要がある． 

 以上を背景として，2 面切土場における支持力の低減を明らかにすることを目的に，本研究では模型基礎を

用いた遠心載荷実験を実施した．本稿では，実験の内容および結果について報告する． 

 

2. 実験概要 

 写真-2に，使用した模型基礎を示す．模型の縮尺は実機の 1/40 である．実験は遠心加速度 40G で，各ケー

スに対し鉛直載荷装置を用いて基礎模型を載荷速度約 1mm/min で載荷し，鉛直変位量 30mm で打ち切りとし

た．また，模型基礎はアルミニウム製で天端は載荷ジ

ャッキと模型基礎は剛結せず回転を自由とした． 

 図-2に，今回の実験ケースを示す．実験ケースは， 
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(a) 1 面切土場              (b) 多面切土場 

図-1 切土による地形改変の種類 

  

(a) 3D-S (Singe slope)    (b) 3D-DA (Double slopes A) 

  

(c) 3D-DB (Double slopes B)   (d) 実際の状況(例：3D-DA) 

図-2 実験のケース 

 

 

写真-1 送電鉄塔の周辺で切土された例 

 

   

実機の基礎(イメージ)    

写真-2 実験で使用した模型基礎 
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1 面切土場(3D-S：床版端部から法肩までの離隔がない)，2 面切土場(3D-DA：床版端部から法肩までの離隔が

ない)，2 面切土場(3D-DB：床版端部から法肩まで基礎幅の 3 倍の離隔がある)の 3 ケースとした．模型地盤は，

内部摩擦角が 39.1°の豊浦硅砂をサンドホッパで空中落下させ，相対密度が 84％となるように製作した． 

 

3. 実験結果および考察 

 図-3に，各ケースで得られた荷重-鉛直変位グラフを示す．いずれのグラフも，既往の知見たとえば 2)と同様に

ワイブル分布関数型の曲線となった．そこで，式(1)に示すワイブル分布関数の最小二乗法を用いたフィッティ

ングにより，実験から推定される極限支持力を整理した． 
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ここに，Q：荷重，Qmax：極限支持力，S：鉛直変位，S0：基準鉛直変位量，m：形状パラメータ(=1) 

 

 図-4 に，式(1)により極限支持力を整理した結果を示す．同図のとおり，3D-DA における支持力は 5.33MPa

であり 3D-S の 79%であった．同様に，3D-DB における支持力は 6.50MPa であり 3D-S の 97%であった． 

 ところで，加倉井ら 3)は 1面切土場に関する既往の実験を整理し，床版端部から法肩までの離隔がない場合，

平坦場に対して 43%～57%に低減されるとしている．しかし，今回の実験により，1 面切土場に対する 2 面切

土場の支持力は，平坦場に対する 1 面切土場の支持力ほど低減されないことがわかった．とくに，3D-DB の

ような場合は，2 面目の切土は支持力の低減にほとんど影響しないことがわかった． 

 

4. おわりに 

 本研究では，2 面切土場における支持力の低減を明らかにすることを目的として遠心載荷実験を実施した．

今後は，実験成果を三次元解析によりトレースし，地盤内部の応力状況を詳細に検討する予定である． 
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図-3 実験で得られた荷重-鉛直変位曲線            図-4 ワイブル分布関数により推定した極限支持力 

 

荷
重

(M
P

a)

鉛直変位 (mm)

6

4

2

0
0 10 20 30

3D-S

3D-DB

3D-DA

8

5 15 25
3D-S 3D-DA 3D-DB

6.72

2

0

6

4

8
5.33

6.50

Qmax (MPa)

79%

97%

III-240 令和4年度土木学会全国大会第77回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - III-240 -


